
　　保護者の皆様へ

　毎日、寒い日が続いておりますが、保護者の皆様におかれましては、益々ご清祥のこと
と拝察致します。さて、当園恒例のおゆうぎ会を下記のとおり２月に開催致します。どうぞ
お出で下さる様お願いします。
　例年同様、来場者数を緩和して、余裕をもっておゆうぎ会を観て頂きたいので今年度も
２回おゆうぎ会を実施致します。尚、来場日の調整結果は、昨年お知らせしたとおりです。
別紙に改めて御案内しますので、ご協力をお願いします。

1 ① おゆうぎ会を通して、表現する力（言葉・表現等）を豊かにする。
② おゆうぎ会を通して、園児が成長すること。
・ 心を一つにして助け合うこと、やりぬくことの大切さを知り、達成感を味
わう。
・ 一人一人の取り組み方に応じて適切な援助を行い、すすんで楽しく取
り組めるようにする。
・ 結果よりその過程を大事にし、その中で園児の心の成長を見守る。
③ 観客の前で自分の成長の姿を披露し、喜びや達成感を味わう。

2 ◆ 1回目：平成３０年２月  ３日（土曜日）
◆ 2回目：平成３０年２月１０日（土曜日）

3 午前9時00分　～　午前12時頃まで
4 喜入保育園　2階　ゆうぎ室
5 ◇ おゆうぎ会終了後も通常どおり夕方まで保育を行います。

園児は給食があります。
6 ◇ 当日は、駐車スペースに限りがありますので、お近くの方はできるだけ

徒歩にてお出で下さい。

楽器の楽しみ方について
保育園では、おゆうぎ会に限らず他の保育活動も含め、まず3歳児までは、比較的
容易な打楽器（又は打楽器的な使い方）を中心に音楽に親しみ、楽しむようにして
います。そして、4歳児以降から、少しづつリズム楽器に親しんでいくようにしていま
す。このことを基本として、3歳児以上の歌・合奏では、園児の興味、自主性を尊重
しながら園児の「表現する力等」を育むことができるように、保育士が楽器の選定や
選曲を行っております。
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保護者の皆様へ

　昨年度から、毎年2月に実施されるおゆうぎ会の来場日は、こどもたち（長子）によるくじ引きで決定

　させていただいております。

理　由

従来は、保護者の希望に添いながら、調整してきましたが、年々その調整が難しくなり一方側に偏る傾向

になってきたためです。おゆうぎ会を2回実施する趣旨は、1回では、ゆうぎ室に観客を全員入れることが

できないために、半分に分けて、ゆっくりおちついて観られるようにするためのものです。

　結果は以下のとおりです。子どもの名前を書いている日がご来場日です。皆様のご協力をお願い

　致します。

1 田 中 花 音 田 中 啓 志 1 澤山 ゆはな 澤 山 こ こ な

2 山 城 心 美 山 城 悠 聖 2 占 部 颯 人

3 赤 塚 夕 鶴 赤 塚 七 翔 3 後 田 隼 璃

4 西 迫 廉 大 4 平 原 悠 太 平 原 幸

5 矢 野 蓮 月 矢 野 道 月 5 木 元 琉 翔

6 栗 脇 絢 仁 栗 脇 彩 和 6 加 藤 颯 馬 加 藤 翼

7 弓 指 柚 稀 7 黒 木 杏 奈 黒 木 佑 悟 黒 木 愛 莉

8 村 永 慶 村 永 心 村 永 想 8 髙 橋 一 護

9 西 永 翔 9 山 﨑 日 依

10 大 山 ふ み 大 山 笑 10 新 名 早 良

11 前 原 明 莉 11 山 本 志 保

12 谷 元 塁 12 牧 薗 勇 大 牧 薗 ひ な の

13 有 川 拓 人 13 今 吉 美 桜 今 吉 優 羽

14 竹 内 玲 空 14 大 橋 瑠 愛 大 橋 優 愛

15 岩 元 結 優 岩 元 大 知 15

16 前 畑 碧 威 16 中 釜 萌 衣

17 吉 村 蒼 生 17 弓 指 徹 也

18 古 殿 笑 呼 18 當時久保結人

19 時 任 克 祈 19 川 田 乙 華 川 田 旺 雅

20 大 堂 龍 生 20 浜 田 稀 子

21 穂 満 凛 子 21 渡 部 梛 斗

22 池 之 上 奏 真 22 石 口 結 愛

23 尾 上 希 凪 23 小 原 優 姫

24 谷 村 ひ な た 24 外 園 冬 和 外 園 彩 菜 外 園 柚 月

25 石 塚 心 空 25 杢 元 芽 依

26 諸 留 煌 26 藤 井 こ こ ろ

園 長 栗 脇 哲 祥

平 成 29 年 11 月 2 日

社会福祉法人喜入保育園

Ｈ30年2月3日（土） Ｈ30年2月10日（土）



1 おゆうぎ会を観るのは１回かぎりです。
おゆうぎ会は、保護者やご家族の方がこどもたちの成長の
様子をゆっくり落ち着いて観れるようにするために、来場者
を２回に分けて実施しております。趣旨を理解して頂き、各
人の御来場は1回限りとさせて頂きます。
尚、２回目の御来場の方は、入場をお断りすることがありま
す。御承知おき下さるよう御願い致します。

2 風邪などひかずに、休まず登園しましょう！
① おゆうぎ会の練習をとおして、こどもたちはいろいろなことを
学び成長していきます。おゆうぎ会を保護者の皆様の前で
披露することよりも、寧ろ練習の過程の方がより大事である
と思います。できるだけ休まないで登園させて下さい。

② また、1月26日（金）の予行練習日及び2月3日（土）、2月10
日（土）のおゆうぎ会日は病気でない限りは、こどもたちを登
園させるよう、御協力を御願いします。

3 お近くの方は、出来る限り歩いてお出で下さい。

①お近くの方は歩いてくるよ
　う御協力ください。又は車に
　乗せてきてもらう等の方法で
　来場下さい。駐車場は自宅
　が遠い御家庭に譲って頂け
　るよう協力を御願いします。
②また、園庭に駐車した車は、
おゆうぎ会が終わるまで外へ

は出られませんので御留意下さい。
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現在、おゆうぎ会は観客数が多いため、観客を2つに分けて2回
実施しています。この点について、次のような御意見を頂くことが
ありますが、現在は以下に示す観点から、おゆうぎ会を2回行うこ
とを選択しています。どうか御理解下さるよう御願い致します。

①私たち喜入保育園が、おゆうぎ会を実施するねらいは、「おゆ
うぎ会を保護者に観てもらう」ことを主としているのではなく、寧
ろおゆうぎ会の練習を通じて、いろいろなことを経験して、こど
もたちが心身ともに成長することを期待して実施するものです。

②運動会は、保育園内では物理的に実施することが不可能であ
るため、やむを得ず外部の施設を借りて実施しているところで
す。しかし、おゆうぎ会については保育園内に実施できる設備
を有しておりますので、できたら園内の設備を利用して実施さ
せて頂きたいと考えます。

③残念ながら、ゆうぎ室の収容能力が現在の観客数に対応でき
ないので、２回に分けて実施させて頂きたいと考えます。
この点で、こどもたちに負担がかかることは否めませんが、下
記④のことを考えると、現在の方法がまだ子どもに負担がかか
らない方法なのではないのでしょうか？

④仮に外部の施設を借りて実施することを考えると．．．．．．．．
こどもは実際に演技をする場所で、練習をしないと本番で思う
ように実力を発揮することができません。このため、何回か本番
の実施場所で練習することになります。寒い時期に、3～5歳児
はなんとかなるにしても、0、1～2歳児をつれていって、練習を
させることは非常に無理があると考えられ、好ましいものではな
いと思います。

外部の収容能力のある施設（体育館、公民館等）を利用
し、1回で実施してほしい
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